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だから 文学 は 面白くなければ ならない と 同時に、 前述 

の 通り 何 かしら 或る 重荷の 重圧の 下に ある 彼等で ある 

故、 直接に 力 を 与えて くれる ものでなくて はなるまい _ 

観念的な 支持 を 差 出して くれる ものでなくて、 生々 し 

い 光 を 放射して くれる ものでなくて はなるまい。 なお 

云えば、 彼等 を 面白がらせる と共に じかに 救って くれ 

る ものでなくて はなるまい —— これが 第二の 条件。 

この 二つの 条件 を 考える と、 少年文学が 如何なる も 

ので あるべき か 大体の 見当 はっく。 そして 少年文学と 

いう ものが 非常に 困難な ものと な つ てく る。 



実際、 少年文学 は 非常に 困難な ものである。 私 は 前 

に 二つの 条件 を 述べて おいた が、 それが、 現代の 時代 

において は、 互に 矛盾す る ものの ようで ある。 即ち、 

現実的で あると いう こと は、 極端に 云えば 救われない 

ことに 通ず る ものであるし、 救われる という こと は、 

極端に 云えば 架空 的な 空想的な - J とに 通ず る もので あ 

る。 この 矛盾 を 克服して、 而も 面白い もので なければ 

ならない。 面白い という こと は 最初の 条件で ある こと 

勿論で、 随 つて 殊に 云わなかった までで ある。 

この 困難 をつ きぬける に は、 ただ 一 つの 事に 頼る 外 

は あるまい。 即ち、 多少き ざな 言葉 だが きざと 聞 



れは 甚だ 疑問で ある。 いな 反対で さえ ある ものが 多い _ 

大抵 面白い 作品で ある こと は 事実で あるが、 その 面白 

さ、 その 興味 は、 冒険 的な もの、 怪奇 的な もの、 感傷 

的な もの、 頓知 的な もの、 其 他 勇壮 も 悲愴 も 悉く、 偶 

然の 機会に かかって ると いっても よい。 そして この 偶 

然の 機会 そのものが、 それらの もの を、 たとい 現実的 

な 道具 立の 中に 置かれて いようと も、 軽薄な もの 人為 

的な ものと して 浮上ら せる。 それ は 作品 を 人形芝居と 

なす だけで ある。 

なお その上、 この 人形芝居に、 教訓的な 道徳的な 意 

図が 加えられる。 そして この 意図 は、 人 はかく 生きな 
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